
 児童厚生員・放課後児童指導員の倫理綱領 

 

私たちは、児童館・放課後児童クラブが、児童福祉法の理念を地域社会の中で具現化

する児童福祉施設・事業であることを明言する。 

私たちは、児童館・放課後児童クラブの仕事が、地域における子どもの最善の利益を

守る援助者として専門的資質を要する職業となることを強く希求する。 

そのため、私たちはここに倫理綱領を定め、豊かな人間性と専門性を保持・向上する

ことに努め、専門職者の自覚と誇りをもってその職責をまっとうすることを宣言する。 

 

 

１．私たちは、子どもの安心・安全を守って、その最善の利益を図り、児童福祉の増進

に努めます。 

 

２．私たちは、子どもの人権を尊重し個性に配慮して、一人ひとりの支援を行います。 

 

３．私たちは、身体的・精神的苦痛を与える行為から子どもを守ります。 

 

４．私たちは、保護者に子どもの様子を客観的かつ継続的に伝え、保護者の気持ちに 

寄り添って、信頼関係を築くように努めます。 

 

５．私たちは、地域の健全育成に携わる人々・関係機関と連携を図り、信頼関係を築く

ように努めます。 

 

６．私たちは、事業にかかわる個人情報を適切に保護(管理)し、守秘義務を果たします。 

 

７．私たちは、子どもの福祉増進のために必要な情報を公開し、説明責任を果たします。 

 

８．私たちは、互いの資質を向上させるために協力して研さんに努め、建設的に職務を

進めます。 

 

９．私たちは、地域において子育ての支援に携わる大人として人間性と専門性の向上に

努め、子どもたちの見本となることを目指します。 
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